
υ,産 地におけるとまとプリパツク包装の経済性

について

1  背 景 と特 徴

と地では従来の封〕売市場段階を対象とした輸送荷役単位の荷姿形態の婚かに、最近は消費者荘

.貫 難位の小日包装 (プ リパ タケ
ージ)が行われ.てぃる。小口包妻出荷の特徴は次のとおりである。

Q)」 口ヽ包装出市はス
ーパー方式の小売店が労力不足に対応した販売促進の手段として実施して

きたヽのを、産地でも行 うようになった。

②  消 費者講貞行動や小売店の販売方法にマタチした製品の包装計画が睦サよ
マーケテイング機能

として必要であ り、卸売価格形明の要点になっている。

①
'と女との場合、lLIF格形成が不利を S以下の小主規格に価値を高めて、有利

を市場販売を目的

にした選実施設運営の一環とおっている。   す

ここでは、と☆とノリパンク包装 (以下′iック包装 )の卸売価彬 成要因と経済性を明らか

にしたので指導上の参考にしたい。

1)卸 売価格形成の特徴

説査対象農協,が東京足立中央卸売市場へ出荷販売した実績から、箱詰
パラ出荷と比較 し

たパ ック包装価格形成の特徴をあげると、以下のとなりである(図 Tl)。

①  箱 詰 とケ
ース(4控 )当 り卸値が 8oO円 以上のとさは、

パ タク包装 (4浄 捧 宅5

パ タタ )の箱詰より相当高い価格差で売れている。

②  箱 諸 1ケ
ース当 り単価が 400円 以下にそ

れば、パ タク包装と箱詰の価格蓋は消滅す
る。

③  8月 下旬以後は酌者のあ
いだに価格差がたいか、または箱詰の方が高

いときもある。

2)'1岬 格形成の勢囚

このような4面格を形成するわけについて訪 衛役関係者は、
とまと市況 を

パ ッタ需要 と

の開違をあげt次のように説明している。

① パ ツク包装が小売店で最もよぐ元
れる価格には一定の範囲がある。

即ち、小売値で 1パ ツク 150円 位、 4々 箱誇卸値換算
640～ 960円 位が最も売 り

ゃす て、それ以上高す ぎても安すぎても
パ ッタの売れゆさが鈍り、メリントが出κぐ叫濁。

c, 9月 に入って不県から出荷す
るとまとは裂昇や過熟、着 巳不揃いなど収牲後期

の品質低

下がめだち、これを
パ ツクするのが安値の原因とオっている。帯譜

パラ売 りlrtケニスの中

に着色不良果がまじつてャヽて｀、F肖費者はそ打
.を貞 3が、 2～ 4岡 入ち

パ ツク1/Ci間でも

着色不揃いがあれば完れ残つてし☆ 鼻。こ
のような包装のや り方は消費者の韓貞行動

から
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みてマイナス要因となる。

0 箱 詰 iケ
ースZ4玉 入 りM規格の卸値が l・500円 以_ととを知ば、 1パ ツク3玉入り

のイヽ売値が260円 に相当する。これては消費者が買い控える値段となり、小売店は l lEl

完 りするためパタクは買わない。一方、箱詣僚M直が400円 以下に安 ぐなれば、小売店は

山 (皿盤 )売 りに販売方法をきりかえるから、こ加_もまたパ ックの必要がなぐなってしま

今。

3)ノ リパ タク包装の能済性

パ ッタするのに夢 じた追加包装費用箱語換第 1ケ
ース(4た。=75パ レク)当 り1

円以上の価格差がひらいて、パ タクが箱講よりも経済的に有利性を示 した時期な表―

各旬であった。 (図 -1参 照 )6

表 一ユ ′fタク包業が維済的に有利であった時期

ヤ
4 9 年

A  M

84,中、ず4上中

B  M

84と、中、下、9て忘
8 /に R  9 / T504F 8/L「R 9/各

5 1 年 8/■

o 49年 は対応する同じ表示規格のデータを欠 `た め、.パンクSと箱詰M規 格の比較によ

いっプを。

5 1年 店市況全体が 低迷 しA Mは 概 た 6 0 0縄 以下 、 B Mと A Sは 4 0 0円 以下 と安 か

ったために、2)くD②をどの理由によってパタクカ=経済性をあらおオのに奪らなかった。

(と でに命害気象による着色不良の影響が大きい。 )

パ ツク包装 AM規 格 (指詰 4枠換算約 8o玉 )は玉の大きさからみて箱詰 AS規 格 (

25～ 28玉 )に担当してい忍働。この点を考慮して玉別大きさを基準とした比較をすね_

ば、図 -2の よ3にパタクと箱詰の実質的な価格差店さらに広がる(50年 9月中・下旬

5 1 年 8 月上旬 ) か、☆たはあらたに経済性が つ☆デ1 て てる ( 5 1 年 8 月中旬 ) 場合ヽ出

て てる。
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図 -2 玉 の大 きさ による単価比較
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表-2 調 査対象農協の包装形態別市場出荷量

注 )パ メク包装 の 1箱容量ば箱詰と同じ4浄 に換算 した。

単位:箱 ・%

lQ 151  1    52  1    10 203

2を 1 6 7  1 i  9 4 1  2ム 2位

14703 113941 16097

1, 212   1  7 487   1     8 699

330   1  1,088   1     1, 418

そ の他 市場
年次

4 9

年

規 格

2  L 二16
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1 4 9
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６

　

　

６

　

　

２
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8 &牙 7

( 8 6 9 )
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単位 :円、箱

賃 目 基衆部門 ィtック包装部門 基昇 ●ノもク討 考備

&20ユ 8と4

6ム 870

lq 850

498616

134100

116 741

4 0 2 岳 0 6 1

741.736

31. 430

137 280

1。 124・940

7Q 945

2. 166381

a 945670

94. 300

lq 850

69ら 896

1. 251 040

187 686

は 1 9 1 1 4伐

男106人 8時 間労賃0 1300円
女983      0 430o円

フイルム、 ト レィ他

処理 箱 教

橋 詰 8 1 , 9 3 8

′ギック 1 & 7 4 9

言1 1 0 0 6 8 7

．　
４９

４９

８

８

/

選宗料  1矯  45円

パ ックα楽科

I 箱1 2 0 円
1艦当 り螢用 39こ 9 11&55

表-3 1ま と匙農 ・パック包装費用 (50年 )

注 )抽 査対象農協における綿助圧縮計算である。     ‐          ,

3  普 及 上の 留意点

① パ ック包装は選呆場運営の一環として実施し、包装機は選別機と逮結稼勤すること効 率的
な方法である古
② パ ック包寡製品の需要には限度があり、パック卸廃frtlt格を維持するためには,日別出荷総量
の20%以 内に止める。                    ｀

′Gレ3鑑F脅麟電書&念手玄饗す 品鑓蚤抽 麒 路 詠ら
い市場を選ぶか、周辺都市の市場 を対象に選ぶ。

0 ィ
ギレク需要の主流 をなす都内大手スパー店は、市況 (仕入値段 )に 応 じてパ ックに詰める

玉数を変えて消費者への販売を促進している。こつした臨機応変を対応ほ産地へ期待できな

ぃため、消費地の包装業者ヘパ メク譜作業を姿託し,ている。

4  試 験 成 績 の 概要

(1)試 験課題名 野 菜の産地育成に関キる経営的研究

(2)試 験年次 ・場所

昭和 Sl～ 58年  農 業試酵場経営部

僧)試 験方法

①  調 査対象津協の市場出荷販売資料分析および生産 ・出荷に関する開さとり調査

②  同 農協出荷先市場荷受機関からの流通 と価格形成に関する聞きとり調査。

(4)試 験結男

パック包装の卸売市場価格形成をその要因について生産、小売店にかける販売対応、消費者

の韓買行動をどの点から検討やるとともに、パ ツク包装出荷することによる経済性を明らかに

した。

,(5)主 要成果の具体的デ■グ

省 絡

(6)参 考資料

「逸地パ ッケージの価格形成と市場対応』岩手農試資料 51-%24
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